
　沼津を元気にしているたくさんの人のうち、参考にしてみ
たい取組や、多くの人が共感できそうな活動にスポットを当
ててみました。サワリの部分だけですが「沼津を元気にして
いる人」の想いに触れてみませんか。

　子供たちに「もっといろんな学びを！」との想いではじめた「門池
ワクワク寺子屋」という学習支援プログラムが、今では地域コミュ
ニティの後押しを受けるに至った矢谷さん（写真中央）。
　沼津東高校科学部とコラボした化学実験の体験やお菓子作りワー
クショップなど、子供たちの主体性を育む内
容に大人も子供も大興奮。
　沼津東高、沼津高専、沼津城北高、加藤学
園暁秀中・高の生徒や学生も講師やボランテ
ィアとして積極的に参加し、地域ぐるみの取
組でたくさんの子供を笑顔にしています。
　矢谷さんは、「これからも、地域全体でワ
クワクを創っていきたいです」と笑顔で教え
てくれました。

●門池コミュニティ推進委員会
　学習支援担当　矢谷朋子さん（門池）

　「コロマガプロジェクト沼津内浦西浦」は、西浦、内浦地
区に住む子供たちが、自分の住む地域の情報誌「うらっち」を
作るプロジェクトです。
　情報誌を作るプロセスで、自然やグルメ、観光スポット、
農水産業などの地域産業など、地域の魅力を知ることで、「地
元愛」を育み、ふるさとの良いところを自慢できる子供たち
が増えるようにとの願いが込められています。
　子供たちが、楽しく、滞りなくうらっちを制作できるよう
に地域との調整を担当している、制作運営協議会の朝倉さん
（写真中央）は「２月中旬には第４号が発刊となりますが、だ
いぶ読み応えがありますよ！子供たちの成長ぶりには驚くば
かり。大人も一緒に楽しんで、たくさん刺激を受けています」
と目を細めます。

●コロマガプロジェクト沼津内浦西浦
　制作運営協議会　朝倉一哉さん（西浦）

ワクワクできる
コミュニティを。

地域のために
地域で取り組む。

まちで見かけた、
「沼津を元気にしている人」。

　長く勤めた会社を退職したあと、持て余
していた時間を利用して、自宅の庭先で漬
物の無人販売をスタートさせた杉山さん。
　「自分が楽しいと思えることを探していたら意外
とイケたんです。最初の一歩を踏み出すのが大切で
すね」と笑う杉山さんの周りには、イベント出店や
ＰＲなどを手伝う若い人たちが集い、「たまちゃんの
お漬物」はみるみる人気に火がつきました。ついに
は沼津市のふるさと納税返礼品にもなり、市内外に
根強い「たまちゃんファン」が増え続けています。

●たまちゃんのお漬物
　杉山玉枝さん（大岡）

第二の人生も、
じぶんらしく。

セ カ ン ド ラ イ フ

　音楽が大好きな田村さん。さらに、「私たちが
住んでいる原地区は歴史や文化があり、とても
魅力的なところです！」と自慢気に話してくれ
ました。
　子育てが一段落してなにか楽しいことをした
いなと考えているうちに、「何事も前向きに取
り組んでくれる仲間」が集まり、大好きな音楽
と原地区をまるっと楽しめる催しを思いついた
んだとか。
　原にゆかりのある著名なアーティストを招い
て開催した市制１００周年記念市民提案事業「はら♬
音のマルシェ」は満員御礼となり、原地区センター
が大いに賑

にぎ

わいました。

●はら♬音のマルシェ実行委員会
　田村博美さん（原）

仲間とともに
音楽で
地域をつなぐ。
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　大平の米農家８代目、稲村隆志さんは「イナムライス」
の屋号を掲げ、ブランド米するがの極などのお米を多く
の人に届けています。
　「お米って幸せの循環を生むコミュニケーションツー
ルだと思うんです。大切な人と食卓を囲むという場面に
白いご飯があったら、それはとても嬉しいこと」と語る
稲村さん。
　お米の可能性を拡げ、お米の価値を上げるためＰＲ等
に力を入れており、生産者や農協、５０軒を超える飲食店
が参加する地産地消促進イベント「するがの極フェス」を
発案しました。
　昨夏には「新米 COMING SOON」とプリントした T
シャツを着て、テレビ番組にも出演
したそうです。
　稲村さんは「お米のある暮らしを
おもしろくするために、まだまだや
れることがたくさんあるような気が
しています」と、日々お米の可
能性を追求し続けています。

●イナムライス　稲村隆志さん（大平）

お米で沼津を
おもしろく！

　障がいのある人の役割・居場所・仕事づくりに取
り組んでいる特定⾮営利活動法人こころのままの皆
さん。学校や地域、企業と連携しながら進めてきた
活動は７年目になるそうです。
　理事の一人で、発達障がいのあ
る沼田晃太朗さんは、自⼰表現で
あるアートや大好きな珈琲の
ドリップなどで沼津のまちに
笑顔を広げています。
　理事長の沼田潤さんは「障
がいの有無に関わらず、誰もが

『自分らしく』過ごし、『あなたの
夢はなんですか？』と笑顔で問
いかけ合えるまちになったらい
いですね」と話してくれました。

●特定非営利活動法人こころのまま
　理事長　沼田潤さん
　理事　　沼田晃太朗さん

あなたの夢は
なんですか？
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市民の皆さんの活力を取り入れ、新しく生まれ変わりつつある中
央公園。公園の新たな可能性が期待されています。
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